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第32回 鳥取大学キャンパス駅伝

設計技術研修
平成２１年度 中国地方建設技術開発交流会
業務成果

・港湾における地震動の設定について
（設定までの基本的な流れ その２）

・局地気象モデルを導入した低気圧時の
海上風の推算

『実りある学舎』の開催
・「波力発電の実用化に向けた取り組み」

山口大学大学院 理工学研究科
羽田野 袈裟義 教授

▲スタート風景

本システムは、緊急時には被災状況の把握を、迅速かつ的確に行
うために開発された空撮システムである。浮体は折りたたみが可能
なバルーンにヘリウムガスを入れ上昇させ、撮影装置には市販のデ
ジカメを使用したことで、持ち運びが容易となり、直轄保有の船舶に
も搭載できる簡易な装置となった。

▲上田先生と記念撮影

第32回 鳥取大学キャンパス駅伝

■開催日■平成21年11月5日（木）
■時 間■13:00～17:00
■場 所■広島県民文化センター

平成21年度は、『国民の暮らしへ還元する社会的技術』をテー

マに掲げ、産・学・官の技術開発等について発表が行われ、当
事務所も以下の内容で発表をしました。

・・・発表テーマ・・・

『高度画像情報収集システムの開発』

平成21年度11月30日
～12月1日開催

▲講演風景

▲研修風景

管内直轄及び管理者の
若手職員を対象として、
新設計基準に対応する
ための設計研修を開催
しました。

・・・研修概要・・・
・液状化と変形照査の基礎知識
・波浪推算について
・基準改正の概要
・係留施設の設計法と演習
・防波堤の設計法と演習
・地震動について



今回も引き続き、図の流れに沿って地震動の設定を概説していきます。
まず、地震動を設定したい地点（未知点）と近傍のサイト増幅特性既知点（既知点）で観測した常時微

動データ（３成分）を用いて、それぞれＨ／Ｖ（フーリエ）スペクトルへ変換します。Ｈ／Ｖスペクトルの計算
式は以下のとおりです。

【技術開発課】

Ｈ／Ｖスペクトルのピーク周波数は、地盤の卓越
周波数とほぼ一致するため、そこから地盤振動特
性を推定することが出来ます。ピーク周波数が低
周波数側にある場合は、基盤が深く軟弱な地盤、
反対に高周波数側にある場合やピークが無い場
合は、基盤が浅く硬い地盤と推測することが出来
ます。ただし、観測条件等により、そのように一概
に推測することが出来ない場合もあるため観測・
推測には注意が必要です。
Ｈ／Ｖスペクトルは地盤振動特性を反映したもの

であるため、ピーク周波数・スペクトル形状等が類
似する場合は、地盤振動特性も相似すると評価し
ます。また、ピーク周波数・スペクトル形状等が類
似しない場合は、地盤振動特性も相違すると評価
します。Ｈ／Ｖスペクトルが類似している事例、類
似していない事例を以下に示します。

地盤振動特性が相似する場合は、サイト増幅特性
も相似すると判断し、既知点のサイト増幅特性（国総
研において公表しているサイト増幅特性）を準用しま
す。また、地盤振動特性が相違する場合は、サイト増
幅特性も相違すると判断し、未知点での地震観測（１
～数年）を行い、必要な観測データ数が得られた時点
で、サイト増幅特性の算定を行います。
それでは、次号も引き続き、図の流れにより概説し

ていきます。

■類似している事例■

■類似していない事例■



算手順を図－１に示します。なお、低気圧の位置の誤差を極力抑
えるため、積分時間を短く設定しました。計算領域については、
台風の場合、南方および西方（太平洋側）を広めに設定しました
が、低気圧の場合は日本海側（西および北方）が重要と考えられ
ることから、図－２に示すように、周防灘に対して日本海側（西お
よび北方）を広めに設定しました。

（台風の場合）

(低気圧の場合)
図-1 計算手順フロー図
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３）計算結果
図－３に南岸低気圧（2001年1月）の計算結果を
示します。地点毎の風については、長浜の計算
後半（低気圧通過後）でやや過大評価ですが、苅
田沖については、風速の値、変化傾向とも再現
性は非常に良好であり、低気圧については、低
気圧の周りの気象場を台風ボーガスなしで計算
しても、海上風を十分な精度で得られることが検
証できました。

風観測地点における風の時系列図（上から苅田沖，宇部空港，長浜）
※宇部空港の観測値はなし

図-3 計算結果（南岸低気圧（2001年1月））

１）対象擾乱
周防灘において高波をもたらしたであろう以下の低気圧について、
海上風推算を行いました。

１９９８年 南岸低気圧 （擾乱時期 １月１３日～１月１６日）
２００１年 南岸低気圧 （擾乱時期 １月６日～１月８日）

２）計算条件
低気圧の場合、台風と同様に等圧線が密で空間勾配の大きい気
圧分布を伴う場合が多いと考えられます。しかし、現時点で台風
に対する台風ボーガスのような低気圧の気圧分布をより精度良く
表現できる有効的なモデルが存在しないことや、低気圧に対して
は台風ボーガスのような考え方は導入せず、気象ＧＰＶを入力気
象場とした通常の計算を行うこととしました。

【調査課】

第５号において、局地気象モデルを導入した台風時の海上風の推算についてご報告しましたが、周防灘
において高波をもたらしたであろう気象擾乱には、台風以外に低気圧も含まれます。今号では、この低気圧
の海上風推算についてご報告します。
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平成21年度 第2回実りある学舎を12月16日に開催しました。
(社)土木学会 ＣＰＤプログラム認定番号 ＪＳＣＥ09-0693

・・・ 講演テーマ ・・・

「波力発電の実用化に向けた取り組み」 山口大学大学院 理工学研究科 羽田野 袈裟義 教授

「実りある学舎」とは

波力発電は200年以上の技術者の挑戦にも関わら
ずまだ実用化されていません。実用化への最大の
課題は、耐久性とコストパフォーマンスの両立です。
波力発電の有望な方式は、可動物体型と振動水柱
型です。可動物体型は水中に浸した物体（可動物
体）が波により運動することを動力として取り込みま
す。振動水柱型は空気室をもち、波により空気室内
に圧力変動を作り、空気室内外の圧力差によりター
ビンを回して動力を獲得します。従来の可動物体型
は可動物体の拘束方法から耐久性の問題があり、
振動水柱型は空気室の高コストと特殊な二方向ター
ビンの効率が問題でした。

山口大学では、可動物体型としてつるべ式波力発電シス
テムを開発中です。この方式は、フロート重量とワイヤ張
力を介して波の運動から動力を獲得します。柔軟なワイヤ
の使用により、耐久性の問題の大半を解決すると共に、動
力の獲得部（フロート）と変換・伝達部（機械部分）を構造
的に分離して設置や維持補修を格段に容易にしています。
また、新方式の振動水柱型を提案しています。これは、通
常のタービンとラチェット機構を組み合わせ、空気室内を
加圧状態にせず、減圧の動力だけを利用します。
これにより、空気室を格段に軽量・低コスト化すると共に、
タービンの効率を格段に向上します。これらは、主要WEB▲講演風景

▲聴講風景

に「波力エネルギー変換」で紹介されています。今回の「実りある学舎」では波力発電の実用化に向けた最
新の研究の取り組みについてお話して頂きました。

あっという間に一年も終わり、年末がすぐそこです。皆さん、初詣はどこへお参りに行くか決まりましたか？
昨今では有名な神社仏閣などへお参りに行くのが普通となっていますが、江戸時代末期まではその年の
恵方にある社寺へ行くもので「初詣」なく「恵方詣り」だったのですが、それが明治に入ってから鉄道会社が
ばらばらな恵方を伝えたため、有名な神社仏閣へお参りすることが普通となり、初詣という習慣ができたそ
うです。初詣という風習は意外に最近できたものなんですね。

「実りある学舎（まなびや）」とは、技術力の向上や今後の効率的な事業展開を図っていくことを目的
として、参考となる情報の収集及び発信の場となるよう、港湾技術に関する最新の情報や関心の高い
話題を講演テーマとして開催している「ミニ講演会」です。

「実りある学舎（まなびや）」では毎回、講演テーマに関連した分野の学識経験者やスペシャリストを招き、年４回程度開催してい
ます。また、一般の方の聴講も受け付けています。開催予定等については、広島技調のホームページにてお知らせします。


